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風
雪
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齋

　
こ
と
し
の
寒
波
や
風
雪
は
近
年
に

な
い
凄
い
も
の
だ
っ
た
。
北
日
本
は

も
と
よ
り
、
関
東
方
面
か
ら
、
九
州

の
は
て
ま
で
も
雪
が
降
っ
て
い
る
。

と
り
わ
け
北
陸
地
方
特
に
妻
有
の
里

は
豪
雪
で
、
飯
山
線
の
如
き
は
列
車

不
通
は
も
と
よ
り
、
バ
ス
の
運
行
も

ス
ト
ッ
ブ
す
る
と
い
う
日
が
そ
う
と

う
続
い
た
。

　
こ
れ
は
日
本
だ
け
の
現
象
で
は
な

く
ア
ジ
ア
全
体
に
わ
た
り
、
北
半
球

の
寒
波
が
強
襲
し
た
か
ら
で
あ
る
よ

う
だ
。
三
月
も
彼
岸
が
す
ぐ
目
の
前

に
来
て
い
る
の
に
ま
だ
寒
さ
が
続
く

の
か
、
こ
の
ま
ま
、
春
暖
の
候
に
移

っ
て
く
れ
る
の
か
、
わ
か
ら
な
い
。

　
人
は
よ
く
風
雪
に
堪
え
て
き
た
と

か
、
風
雪
何
十
年
と
か
い
う
が
、
風

雪
が
一
年
中
の
最
も
凌
ぎ
が
た
い
時

を
代
表
し
て
い
る
よ
う
だ
。
一
生
難

苦
の
人
生
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る

障
害
を
風
雪
に
喩
え
た
も
の
で
あ

る
。
人
生
全
体
を
大
き
く
み
た
ら
、

風
雪
と
闘
っ
て
生
き
て
ゆ
く
人
聞
の

姿
か
も
し
れ
な
い
。

　
大
自
然
は
無
限
に
大
き
く
、
し
か

も
無
限
の
力
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の

な
か
に
生
き
る
有
限
的
な
、
さ
さ
や

か
な
生
命
を
も
つ
の
が
人
間
で
あ
る

だ
か
ら
風
雪
に
鎖
さ
れ
、
風
浪
に
も

ま
れ
る
よ
う
な
一
生
で
も
あ
る
。
自

然
の
恵
み
で
生
き
て
ゆ
け
る
と
共
に

藤共

　に大

馨

ま
た
自
然
へ
の
抵
抗
も
な
く
て
は
生

き
て
ゆ
け
な
い
。
自
然
へ
の
順
応
は

つ
ね
に
ス
ム
ー
ス
に
は
ゆ
か
な
い
。

闘
っ
て
や
っ
と
生
き
て
ゆ
け
る
半
面

も
あ
る
。
服
従
と
抵
抗
と
を
、
つ
ね

に
く
り
返
え
さ
ざ
る
を
え
な
い
の
が

人
間
で
あ
る
。
べ
ー
コ
ン
な
ど
は
、

自
然
に
従
い
な
が
ら
自
然
を
征
服
す

る
と
い
う
考
え
方
だ
が
、
結
局
自
然

を
征
服
す
る
こ
と
は
、
人
間
に
は
不

可
能
で
あ
る
。
せ
い
ぜ
い
闘
い
抵
抗

し
な
が
ら
、
漸
や
く
自
然
に
順
応
し

て
生
き
て
ゆ
く
他
に
道
が
な
い
。
そ

こ
に
人
生
の
悲
し
み
と
喜
び
と
が
あ

る
。

　
い
つ
ぞ
や
、
教
育
テ
レ
ビ
で
「
風

雪
」
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。
風
、
雪
と

闘
っ
て
い
る
人
間
生
活
を
と
り
扱
っ

た
も
の
で
あ
る
。
寒
い
北
国
の
．
雪
の

積
っ
た
な
か
で
、
山
や
海
岸
に
苦
闘

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
次
ぎ
次
ぎ
と

映
写
さ
れ
た
。
そ
れ
を
見
て
い
て
人

間
の
運
命
の
辛
さ
、
は
か
な
さ
を
し

み
じ
み
と
味
わ
っ
た
。
雪
の
積
っ
た

湖
岸
の
氷
水
に
腰
ま
で
浸
り
、
し
じ

み
貝
を
と
る
人
々
。
海
岸
の
波
打
際

の
雪
の
積
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
砂

利
を
と
る
数
名
の
労
働
者
が
、
ト
ラ

ッ
ク
に
そ
れ
を
積
ん
で
い
る
。

　
ま
た
山
奥
の
雪
の
な
か
で
、
炭
焼

を
し
て
い
る
光
景
も
あ
っ
た
。
焼
い

た
炭
俵
を
婦
人
が
背
負
い
、
急
な
山

坂
の
雪
道
を
分
け
て
、
集
荷
所
へ
運

ん
で
ゆ
く
。
二
人
の
子
供
が
、
そ
の

跡
に
し
た
が
い
、
帰
り
に
は
三
人
で

空
い
た
炭
俵
を
か
つ
い
で
雪
道
を
歩

く
。
こ
ん
な
山
中
の
貧
し
い
生
活
も

こ
こ
ぱ
か
り
で
は
な
く
、
世
の
中
に

は
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
か

と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
ラ
ッ

セ
ル
車
が
雪
を
散
ら
し
て
走
っ
て
ゆ

く
が
、
こ
ん
ど
の
大
雪
は
飯
山
線
な

ど
で
は
ラ
ヅ
セ
ル
車
も
立
ち
往
生
し

た
。
自
然
の
暴
威
の
前
に
は
、
人
間

技
術
の
力
さ
え
歯
が
立
た
な
い
と
い

一
う
と
こ
ろ
で
あ
る
．
地
球
上
に
棲
む

一
人
間
に
は
、
地
球
の
あ
り
方
が
絶
対

一
に
私
ど
も
の
生
活
を
支
配
す
る
．
科

学
者
の
言
葉
に
よ
れ
ぱ
、
地
球
の
表

面
温
度
が
五
万
年
を
周
期
と
し
て
、

寒
冷
と
温
熱
と
を
く
り
返
え
す
と
い

う
。
今
は
温
熱
に
向
う
時
期
で
、
こ

れ
か
ら
一
万
五
千
年
は
だ
ん
だ
ん
暖

か
く
な
る
が
、
そ
れ
か
ら
は
寒
冷
地

に
入
る
。
そ
れ
が
進
ん
だ
と
き
に

は
、
氷
河
時
代
も
来
る
ら
し
い
。
な

ぜ
そ
の
よ
う
な
周
期
が
起
る
の
か
。

一
理
由
は
よ
く
解
ら
な
い
が
、
太
陽
熱

が
呼
吸
を
く
り
返
す
か
ら
か
も
し
れ

な
い
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
た
ら
、

人
間
の
生
も
た
い
し
て
執
着
す
る
ほ

ど
の
こ
と
も
な
い
。
無
我
の
気
持

が
、
科
学
的
事
実
か
ら
味
え
る
。
大

き
く
み
た
ら
人
生
の
諸
事
万
端
も
、

要
す
る
に
行
方
も
知
れ
な
い
輪
廻

（
り
ん
ね
）
の
相
（
す
が
た
）
で
あ

る
と
も
い
え
よ
う
。

　
だ
か
ら
あ
る
哲
学
者
は
「
泣
く
も

笑
う
も
怨
み
も
し
な
い
。
た
だ
認
め

る
の
み
」
と
い
っ
た
。
し
か
も
永
恒

の
相
に
お
い
て
物
を
見
る
、
と
も
い

っ
て
い
る
。
非
常
に
長
い
時
間
を
見

透
し
て
の
生
き
る
気
持
と
態
度
で
あ

る
。
大
観
す
れ
ば
人
生
風
雪
の
労
苦

も
、
つ
い
に
サ
ト
リ
の
心
境
に
融
け

去
っ
て
ゆ
く
よ
う
で
あ
る
。
古
歌
に

　
ふ
ま
れ
て
も
根
強
く
し
の
べ
道
董

　
の
や
が
て
花
咲
く
春
は
き
ぬ
べ
し

　
　
　
）
　
　
　
　
前
稿
に
ひ

　
　
　
G

　　中里村の古文書より

桔　梗　ガ　原
清津峡小学校長阿部九二三郎

き
続
き
、
も

う
一
枚
古
文

書
を
口
訳
す

る
。
こ
の
文

書
は
文
化
＋

三
年
正
月
と

あ
る
か
・
り
．

今
よ
り
百
四

＋
九
年
前
の

も
の
で
あ

る
。【

桔
．
梗
原
取

極
証
文
の
事
】

　
（
前
略
）
天
明
元
午
年
に
江
戸
御
普

請
役
秋
月
嘉
十
郎
様
、
安
藤
七
兵
衛

様
が
来
ら
れ
、
桔
梗
が
原
御
新
開
場

を
見
ら
れ
た
．
折
、
頸
城
郡
北
方
村
庄

屋
善
兵
衛
、
同
郡
荒
牧
村
庄
屋
助
右

工
門
外
五
人
に
、
当
田
沢
村
庄
屋
五

郎
兵
衛
の
合
計
八
人
で
、
右
の
新
開

一
場
を
引
受
け
、
そ
の
霧
所
の
畑

高
六
十
五
石
二
斗
五
升
二
合
分
は
引

受
人
達
に
預
け
置
き
、
田
地
に
し
た

魏
暫
難
羅

め
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
い
ま
だ
に
全
部
が
田

地
に
な
ら
ぬ
の
で
、
去
年
十
二
月
古

畑
高
の
分
は
元
地
主
に
受
取
ら
せ
、

新
田
に
な
っ
た
部
分
と
、
着
手
し
た

場
所
は
残
ら
す
右
の
八
人
の
譲
り
買

い
受
け
に
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
新
開

場
と
決
っ
た
時
、
頸
城
郡
引
受
人
達

の
世
話
で
出
作
し
て
い
た
の
は
百
姓

甚
助
、
松
太
郎
、
吉
左
工
門
、
半
右

工
門
、
惣
右
工
門
、
善
助
の
六
軒
で

あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
甚
助
一
人
が
残

り
、
他
の
五
人
は
、
あ
ま
り
に
土
地

が
悪
く
、
住
居
な
り
が
た
し
と
し
て

在
所
へ
立
ち
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ

し
て
惣
右
工
門
跡
へ
倉
俣
村
枝
郷
の
し

芋
川
新
田
の
庄
右
工
門
伜
幸
右
工
門

一が
、
吉
左
工
門
跡
へ
は
通
り
山
村
市

郎
左
工
門
伜
利
兵
衛
が
来
て
、
只
今

は
三
軒
あ
る
。
（
中
略
）
そ
こ
で
、

八
ヵ
村
相
談
の
上
、
右
の
者
達
に
一

人
に
つ
き
田
一
反
、
畑
二
反
、
屋
敷

百
二
十
歩
す
つ
手
当
し
、
幸
右
工
門

は
桂
村
、
甚
助
は
小
原
村
、
利
兵
術

は
元
来
通
り
山
村
の
人
だ
か
ら
通
り

山
村
へ
と
、
そ
れ
ぐ
人
別
を
決
め

た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
桔
梗
ヵ
原
へ

住
居
さ
せ
る
こ
と
に
申
し
定
め
る
。

つ
い
て
は
、

　
一
、
桔
梗
原
へ
地
持
等
も
家
棟
は
立

一
て
て
は
い
け
な
い
。

一
一
、
同
所
に
み
だ
り
に
木
を
植
え
て

は
い
け
な
い
。
実
生
と
い
え
ど
も
木

を
立
て
て
置
く
者
は
、
勝
手
次
第
に

伐
り
取
る
。

　
一
、
右
の
三
軒
の
者
に
手
当
し
た
田

畑
、
屋
敷
の
外
は
高
地
は
勿
論
一
切

切
り
ひ
ら
き
を
し
て
は
な
ら
ぬ
。

一
、
右
三
軒
も
家
の
周
囲
に
木
を
立

て
て
置
い
て
は
な
ら
ぬ
。
但
し
三
軒

か
ら
願
い
が
あ
っ
た
た
め
、
西
の
方

に
風
よ
け
と
し
て
杉
を
四
、
五
本
す

つ
立
て
る
こ
と
は
認
め
る
。

右
の
通
り
八
ヵ
村
長
百
姓
相
談
の
上

取
決
め
た
上
は
、
少
し
も
違
背
し
て

は
な
ら
ぬ
。
後
の
た
め
に
よ
っ
て
く

だ
ん
の
こ
と
し
。

　
文
化
十
三
子
年
正
月

　
　
魚
沼
郡
田
沢
村
枝
郷

小
原
　
　
　
　
　
　
　
口

議荒
屋
新
田

通
り
山

高
道
山

桂田
中

幸
右
エ
門

孫
左
工
門

忠
右
工
門

林
右
工
門

新
左
工
門

与
三
左
工
門

藤
兵
衛

直
右
工
門

山
ハ
郎
左
工
門

士
ロ
郎
兵
衛

伊
丘
ハ
衛

文
治

喜
右
工
門

士
口
左
工
門

作
右
工
門

茂
左
工
門

永
八

儀
左
工
門

吉
左
工
門

傍
丘
ハ
衛

三
右
工
門

佐
右
工
門

茂
左
工
門

印印印印印印印印印印E口印印印印印印印印印匠口印E
　
　
　
　
　
（
三
面
よ
り
つ
穿
き
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凍
子

吹
ぶ
く
道
傘
の
内
な
る
思
惟
も
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
人

亡
き
妻
の
年
を
数
え
て
春
寒
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
え

雁
木
市
雪
花
咲
か
せ
鉢
の
集
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
牛

乳
価
安
き
拓
地
に
生
き
て
雪
深
し

　
　
雑
詠
五
首
　
　
　
山
崎
了

夕
暮
の
も
や
立
ち
こ
め
る
川
岸
の

　
雨
も
久
し
き
如
月
の
道

や
わ
ら
か
き
陽
差
に
紅
き
一
針
の

　
　
つ
＼
じ
の
花
に
春
は
き
に
け
り

交
通
の
と
だ
え
し
道
を
出
稼
の

　
夫
（
つ
ま
）
を
見
送
る
妻
も
荷
を

　
負
う

星
多
い
冬
の
夜
更
は
ひ
っ
そ
り
と

　
　
月
青
白
く
街
は
し
づ
も
り

　
月
も
よ
し
酒
も
ま
た
よ
し
秋
の
夜
の

丁
え
た
る
虫
の
葛
も
高
し

一　
藤
原
新
田
　
与
右
工
門
　
　
印

　
　
　
　
　
　
茂
丘
ハ
衛
　
　
印

　
　
右
八
ヵ
郷
長
百
姓
惣
連
判

　
前
稿
に
出
て
来
る
年
号
と
今
回
の

と
で
、
普
請
役
の
同
じ
人
が
わ
す
か

三
年
の
間
に
二
回
来
た
こ
し
と
に
な

る
。
あ
る
い
は
古
文
書
筆
者
の
記
憶

違
い
で
あ
ろ
う
か
。
桔
．
梗
ヵ
原
葦
分

｝
け
三
軒
の
子
孫
は
定
着
し
た
だ
ろ
う

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
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昭
和
42
年
度

中

里
村
予
算
き
ま
ろ

一
般
会
計
　
三
億
五
千
七
百
十
八
万
円

特
別
会
計
　
七
千
四
百
五
十
四
万
円

　
昭
和
四
十
二
年
度
の
中
里
村
予
算

な
ど
を
き
め
る
第
一
回
定
例
村
議
会

は
去
る
三
月
十
三
日
に
招
集
さ
れ
、

六
日
間
に
わ
た
り
各
議
案
件
に
つ
い

て
審
議
し
、
二
十
日
午
後
一
時
過
ぎ

閉
会
し
た
。

　
村
議
会
第
一
日
目
に
は
開
会
冒
頭

村
長
の
施
政
方
針
に
つ
い
て
所
信
表

明
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
中
で
村
長
は

①
産
業
の
振
興
②
交
通
条
件
の
整
備

③
健
康
な
村
づ
く
り
の
三
点
を
施
策

の
重
点
と
し
、
明
る
い
豊
か
な
村
づ

く
り
を
め
ざ
し
進
み
た
い
と
力
強
く

書
明
し
た
。
（
概
要
別
掲
の
と
お

（
．
チ
具
ま
定
聾

り
）
つ
づ
い
て
一
般
質
問
が
行
な
わ

れ
、
第
二
日
目
か
ら
は
総
額
三
億
五

千
万
円
を
超
え
る
一
般
会
計
を
は
じ

め
、
国
保
特
別
会
計
、
農
業
共
済
特

別
会
計
、
簡
易
水
道
特
別
会
計
の
各

予
算
案
に
つ
い
て
常
任
委
員
会
及

び
本
会
議
に
お
い
て
慎
重
な
審
議
が

行
な
わ
れ
た
。
議
決
さ
れ
た
新
年
度

予
算
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る

が
、
予
算
関
係
の
ほ
か
▽
議
会
議
員

の
期
末
手
当
支
給
条
例
、
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
、
農
業

委
員
会
、
教
育
委
員
会
委
員
の
報
酬

一
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
条
例
▽
水
沢
村
中
里
村
貝

野
小
中
学
校
組
合
財
産
、
水
沢
村
中

里
村
国
保
貝
野
診
療
所
組
合
財
産
の

処
分
に
つ
い
て
▽
昭
和
四
十
一
年
度

　
一
般
会
計
、
農
業
共
済
特
別
会
計
補

正
予
算
案
な
ど
が
付
議
さ
れ
た
。

昭
和
42
年
度
予
算
の
概
要

　
昭
和
四
十
二
年
度
予
算
は
一
般
会

計
三
億
五
千
七
百
十
八
万
円
、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
六
千
二
十
八
万

六
千
円
、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

三
百
九
十
二
万
九
千
円
、
農
業
共
済
，

事
業
特
別
会
計
一
千
三
十
二
万
六
千

円
、
総
計
四
億
三
千
百
七
十
二
万
一

千
円
の
大
規
模
と
な
り
、
一
般
会
計

に
お
い
て
は
前
年
度
当
初
予
算
額
に

比
し
四
千
五
十
三
万
円
の
増
額
と
な
．

っ
た
。
内
容
に
お
い
て
主
な
建
設
的
．

投
資
的
経
費
は
、
△
農
業
構
造
改
善

事
業
関
係
一
千
八
百
七
＋
二
万
七
千

円
▽
秣
道
開
さ
く
工
事
二
千
九
百
五

十
二
万
円
▽
農
業
施
設
災
害
復
旧
工
申

事
一
億
四
千
八
百
二
万
七
千
円
▽
道
一

路
橋
架
災
害
復
旧
工
事
千
五
百
十
四

万
一
千
円
な
ど
の
ほ
か
▽
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
繰
出
金
百
七
十
万
円

▽
国
民
年
金
印
紙
購
買
基
金
繰
出
金

百
十
万
円
▽
保
育
所
、
遊
園
地
施
設

三
十
万
七
千
円
▽
導
入
牛
利
子
補
給

四
十
九
万
六
千
円
▽
村
道
維
持
修
繕
．

費
五
＋
万
円
▽
村
道
土
倉
倉
下
線
四

百
十
六
万
二
千
円
▽
十
二
線
改
良
工

事
百
五
十
万
円
▽
小
出
万
年
橋
改
築
．

測
量
設
計
試
験
費
五
十
万
円
▽
桂
嬌

改
築
工
事
二
百
四
十
五
万
円
▽
火
の

見
櫓
二
基
二
十
二
万
円
▽
倉
俣
中
便

■
所
改
築
百
四
十
万
円
な
ど
で
あ
る
。

　
な
而
一
般
会
計
予
算
各
款
別
節
別
ハ

集
計
表
は
つ
ぎ
の
と
お
り

ラマまF予位単（昭和42年度一般会計予算各款別節別集計
議会費 総務費 民生費 保健衛生費 餅材瞳業費 商工費 土木費 消防費 教育費1災額旧費 公債費 予備費 計

報　　　　酬 2，460 111 48 564 658 4，213

給　　　　料 425 9，017 3，985 1，272 4，007 1，105 425

翫lll肺91
26，G90

職貝手当 883 4，809 2，071 627 1，933 586 208 2，585　　714 1些，496

共　済　費 48 980 452 143 472 127 48 5雛1　130 3，005

災害補償費 10 i 10

賃　　　　金 1，028 1，070 254 2，282 50 663 1，5291　1，524 8，4（IU

報　償　費1 481 273 273 21 10 231 1，269

旅　　　　費 340 1，131 360 296 809 10 143 521 498　　　321
　　1

4，429

交　際　費 600 600

需　要　費 163 3，533 1，165 798 1，822 13 395 388 10，179・　1，858 20，314

役　務　費 10 495 182 90 191 3 46 12 747「　　130 L，911

委　託　料 79 499 663 500 2501 1，991

使用料及ぴ賃借料 60 63 10 142 78 6881　　280 1，321

工事請．、費． 150 56，448 7，462 220 1，400i163，368 229，048

原財料費 10 3 210 367i　　20 610

公有財産購入費 100 220 161 谷1

備品購入費 40 120 155 94 40 971 幽」＿223 3．6δ

負担金補助及び交付金 153 1，111 1，171 1，778 3，465 528 3，792 551 2，図01　248 15，350

貸　付　金 2，800 7801 3，580

補償補墳及び賠償金 36 102 85 31　10 236

償還金利子及ぴ割引料 5 58 11，430 11，493

投資及び出資金 30 1 30

繰　出　金 2，800 250 i 3，050

計 4，482 23，447 14，099 6，445 73，265 3，465 15，403 4，002 29，9191169，917 11，430 1，306 357，180



霞
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高
橋
村
長

施
政
方
針
の
概
要

　
新
年
度
予
算
の
編
成
に
つ
い
て
は

国
の
予
算
も
二
ヵ
月
間
の
暫
定
予
算

が
組
ま
れ
る
情
勢
に
あ
っ
た
の
で
、

公
共
事
業
等
は
六
割
程
度
し
か
見
込

め
す
、
し
た
が
っ
て
意
の
あ
る
と
こ

ろ
を
十
分
折
込
め
す
、
あ
く
ま
で
も

通
年
骨
格
予
算
で
あ
る
こ
と
を
諒
承

い
た
だ
き
た
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

村
民
生
活
の
向
上
を
図
る
こ
と
は
村

政
の
目
的
で
あ
り
、
遠
大
な
る
希
望

を
も
っ
て
明
る
い
住
み
よ
い
村
づ
く

り
に
努
力
を
傾
注
し
た
い
所
存
で
あ

る
。

　
中
里
村
の
発
展
は
産
業
基
盤
の
整

備
が
第
｝
に
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
と

共
に
交
通
条
件
の
整
備
確
保
で
あ

る
。
そ
し
て
住
み
よ
い
社
会
づ
く
り
、

す
な
わ
ち
生
活
環
境
の
整
備
で
あ

る
。
こ
の
三
つ
の
柱
を
重
点
に
村
行

政
を
執
行
し
た
い
考
え
で
あ
る
。

　
産
業
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

中
里
村
の
立
地
条
件
か
ら
し
て
農
業

の
振
興
な
く
し
て
村
の
隆
盛
は
な

く
、
そ
の
た
め
第
一
は
経
営
規
模
の

拡
大
整
備
を
は
か
る
こ
と
で
あ
る
。

土
地
改
良
事
業
や
現
在
実
施
中
の
清

津
川
右
岸
段
丘
地
三
百
八
十
八
診
の

水
田
計
画
、
農
業
構
造
改
善
事
業
等

に
よ
っ
て
基
盤
整
備
、
規
模
の
拡
大

を
促
進
し
、
同
時
に
こ
れ
に
よ
っ
て

経
営
の
合
理
化
を
め
ざ
す
も
の
で
あ

っ
て
農
協
の
指
導
体
制
に
期
待
す
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
。
こ
の
と
き
に
あ

た
り
、
さ
き
に
中
里
農
協
、
貝
野
農
協

の
合
併
が
卑
現
し
た
こ
と
は
ま
こ
と

に
よ
ろ
こ
ぱ
し
い
こ
と
で
あ
る
。
農

業
の
飛
躍
的
な
発
展
を
期
待
し
新
た

に
こ
れ
か
ら
行
な
わ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
苗
場
山
麓
開
発
パ
イ
ロ
ッ
ト
事

業
も
単
独
調
査
費
で
は
な
い
が
、
信

濃
川
水
系
調
査
事
務
所
の
所
管
に
お

い
て
調
査
費
が
紐
付
で
決
定
し
て
お

り
、
十
年
後
に
は
夢
の
農
業
地
帯
実

現
の
可
能
性
が
濃
く
な
っ
て
き
た
。

　
商
工
業
の
面
に
つ
い
て
は
、
織
物

産
業
の
振
興
を
は
か
り
、
出
バ
タ
あ

る
い
は
分
工
場
等
を
適
切
に
と
り
入

れ
、
こ
れ
を
活
用
し
本
村
産
業
の
一

つ
に
し
て
い
き
た
い
。
住
民
所
得
が

増
大
し
購
買
力
つ
く
な
ら
ば
商
業
経

営
に
つ
い
て
も
心
配
な
い
も
の
と
見

う
け
ら
れ
る
が
、
な
お
一
層
企
業
の

発
展
に
寄
与
し
た
い
と
お
も
っ
て
い

る
。

　
次
に
交
通
関
係
に
つ
い
て
は
、
ま

す
国
鉄
飯
山
線
の
改
善
を
促
進
し
た

い
。
こ
れ
は
関
係
市
町
村
に
よ
り
期

成
同
盟
会
を
結
成
し
て
運
動
を
展
開

し
て
い
る
が
、
現
在
本
省
に
対
し
十

二
億
円
の
予
算
化
を
陳
情
し
て
お
り

結
果
は
望
み
薄
す
で
は
な
い
。
な
拘

既
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
四
月

か
ら
飯
山
線
の
客
貨
車
分
離
、
デ
ー

ゼ
ル
カ
ー
運
行
に
よ
る
時
間
短
縮
、

　
道
路
に
つ
い
て
は
国
道
舗
装
に
つ

い
て
こ
れ
ま
で
も
土
木
出
張
所
等
と

密
接
な
運
絡
を
と
り
促
進
し
て
き
た

が
、
必
す
し
も
意
の
如
く
進
ま
す
住

民
各
位
に
迷
惑
を
か
け
て
き
た
が
、

こ
ん
ど
建
設
省
に
お
い
て
直
轄
し
て

行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、

　
一
層
の
努
力
と
た
ゆ
ま
す
運
動
を
つ

づ
け
て
い
き
た
い
。

　
県
道
に
つ
い
て
は
高
田
松
之
山
六

日
町
線
の
十
二
線
が
四
十
二
年
度
中

に
本
随
道
ま
で
の
区
間
を
全
部
完
成

で
き
る
と
お
も
う
。
し
た
が
っ
て
残

さ
れ
た
問
題
は
本
墜
道
の
開
さ
く
で

あ
る
が
、
南
魚
沼
郡
石
打
側
に
未
完

成
区
間
二
・
五
X
米
あ
る
の
で
こ
れ

が
改
修
を
ま
す
運
動
を
強
力
に
促
進

し
て
い
き
た
い
。
県
道
田
沢
停
車
場

田
代
線
、
羽
倉
十
日
町
線
等
に
つ
い

て
も
県
や
そ
の
筋
に
対
し
充
分
は
た

ら
き
か
け
改
修
を
促
進
し
た
い
。
国

県
道
以
外
に
も
主
要
村
道
に
つ
い
て

は
予
算
の
許
す
か
ぎ
り
改
修
、
修
繕
．

し
て
い
き
た
い
。
な
お
昭
和
四
十
三

年
度
着
工
を
予
定
し
て
い
る
小
出
万

年
橋
改
築
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
中

に
調
査
設
計
を
完
了
し
た
い
考
え
で

あ
る
。

　
一
次
に
住
み
よ
い
社
会
づ
く
り
の
面

に
つ
い
て
は
な
ん
と
い
っ
て
も
村
民

　
一
人
残
ら
す
健
康
で
あ
っ
て
も
ら
い

　
た
い
と
念
願
す
る
も
の
で
あ
る
。
健

　
康
な
く
し
て
明
る
い
村
づ
く
り
は
で

　
き
な
い
。
衛
生
面
も
一
段
と
配
慮
し

嘉
謡
騨
頸
が
実
現

直
接
の
医
療
も
充
分
こ
れ
を
活
用
し

早
期
治
療
を
の
ぞ
み
た
い
。
中
里
村

に
お
け
る
疾
病
の
現
状
は
他
而
町
村

に
比
し
や
や
多
い
実
態
で
あ
り
、
予

防
衛
生
に
深
い
理
解
を
い
た
だ
き
た

い
。
村
と
し
て
は
成
人
病
対
策
、
栄

養
改
善
生
活
改
善
事
業
等
を
さ
ら
に

拡
充
し
て
い
き
た
い
所
存
で
あ
る
。

福
祉
面
に
つ
い
て
は
と
く
に
保
育
所

．
の
整
備
に
力
を
入
れ
、
児
童
を
預
か

り
家
庭
に
お
い
て
は
十
分
産
業
に
い

そ
し
め
る
よ
う
寄
与
し
た
い
。
今
年

は
倉
俣
地
区
に
お
い
て
地
元
各
位
の

強
い
協
力
を
い
た
だ
き
、
へ
き
地
保

育
所
を
開
設
し
た
い
と
お
も
う
。
最

近
は
保
育
所
に
お
い
て
も
あ
る
程
度

幼
児
教
育
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、

次
代
を
に
な
う
児
童
の
健
全
育
成
の

た
め
に
は
充
分
努
力
し
た
い
所
存
で

あ
る
。
以
上
施
政
方
針
の
一
端
で
あ

る
が
施
策
の
実
行
に
あ
た
っ
て
は
村

議
会
は
じ
め
村
民
各
位
の
一
層
の
ご

指
導
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

明
る
い
村
づ
く
り
の
た
め
に
努
力
し

た
い
所
存
で
あ
る
。

職業訓練大学校

通信講座について

職
業
訓
練
大
学

校
（
東
京
都
小
平

市
）
で
は
、
昨
年

八
月
よ
り
「
職
種

別
再
訓
練
通
信
講

座
」
の
受
講
申
し

込
み
の
受
け
付
け

を
開
始
し
、
受
講

者
の
指
導
を
行
な

っ
て
い
る
。

　
こ
の
講
座
は
全

国
の
生
産
現
場
に
働
く
中
堅
技
能
者

等
に
、
絶
え
間
な
く
進
展
す
る
現
代

の
技
術
革
新
時
代
の
新
技
術
に
対
応

で
き
る
技
能
の
裏
付
け
と
な
る
専
門

学
科
を
通
信
方
式
の
訓
練
で
付
与
す

る
た
め
に
労
働
省
で
新
た
に
開
設
し

た
も
の
で
、
職
業
訓
練
大
学
校
が
実

務
の
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
い
な
が

濯
し
て
需
憲
言
嘗
翼

き
る
の
で
、
い
ま
＼
で
そ
の
気
持
が

あ
り
な
が
ら
、
学
校
が
な
い
、
時
間

が
な
い
な
ど
と
い
う
問
題
も
解
消
で

き
る
の
で
個
々
の
技
能
者
の
み
な
ら

す
、
事
業
所
か
ら
も
注
目
さ
れ
団
体

受
講
も
多
い
。

　
本
講
座
の
概
要
を
記
す
と
次
の
通

り
で
あ
る
。
募
集
職
種
、
機
械
工
、

仕
上
工
、
鋳
鉄
鋳
物
工
、
機
械
製
図

工
、
配
管
工
、
板
金
工
、
建
築
大
工

左
官
、
家
具
工
、
建
具
工
（
十
職

種
）
。
昭
和
四
†
二
年
度
よ
り
更
に

職
種
拡
大
予
定
。
受
講
資
格
、
学
歴

年
令
を
問
い
ま
せ
ん
。
申
し
込
み
期

日
と
訓
練
期
間
、
何
時
で
も
申
し
込

め
、
申
し
込
み
の
翌
月
か
ら
起
算
し

て
約
一
ヵ
年
で
修
了
し
ま
す
。
受
講

料
四
千
円
（
教
科
書
指
導
料
含
）
特

典
、
受
講
職
種
の
二
級
技
能
検
定
試

験
の
学
科
試
験
免
除
、
尚
く
わ
し
い

案
内
書
は
、
二
十
円
切
手
同
封
の
上

馨
譲

｝
　
　
　
　
新
潟
市
学
校
町
一

｝
▽
新
潟
総
合
職
業
訓
練
所

一
　
長
岡
市
土
合
町

▽
新
発
田
総
合
職
業
訓
練
所

　
　
　
　
新
発
田
市
新
冨
町

”
春
で
す
”

気
持
を
引
き
し
め

交
通
事
故
を
な
く

そ
う

田
沢
駐
在
所
吉
越
実

　
降
雪
も
一
段
落
し
て
春
が
も
う
そ

こ
に
来
た
よ
う
で
す
。
雪
の
あ
る
と

き
は
、
事
件
、
事
故
も
少
な
い
の
で

す
が
、
雪
消
え
と
と
も
に
増
加
す
る

の
が
毎
年
の
こ
と
で
す
。
警
察
で
は

こ
の
事
件
、
事
故
対
策
と
し
て

一
、
青
少
年
の
保
護
育
成

　
春
は
人
間
の
心
ま
で
、
う
き
う
き

さ
せ
て
、
と
か
く
問
題
を
起
さ
せ
る

環
境
と
な
る
。
就
職
、
入
学
、
学
期

末
。
家
族
の
方
々
は
、
青
少
年
の
日

常
に
深
い
関
心
を
も
っ
て
下
さ
い
。

二
、
雪
で
交
通
車
輌
が
少
な
く
、
交

通
事
故
ゼ
ロ
、
自
分
を
中
心
に
、
家

一
族
、
親
族
に
、
交
通
事
故
の
関
係
が

一
あ
り
ま
せ
ん
か
・
事
故
に
よ
る
悲
し

一
み
は
、
被
害
者
、
加
害
者
の
別
を
問

わ
す
大
問
題
で
す
。
お
互
い
の
注
意

で
交
通
事
故
の
な
い
よ
う
に
。

三
、
交
通
安
全

　
四
月
か
ら
小
学
校
に
入
る
一
年

生
、
保
育
所
に
入
る
子
供
の
交
通
事

故
防
止
に
は
、
特
に
注
意
し
て
下
さ

い
。
”
人
は
右
側
、
車
は
亙
側
の
対

面
交
通
を
守
り
、
道
路
の
横
断
は
左

右
を
見
て
安
全
を
確
か
め
て
か
ら
”

四
、
交
通
法
規
の
一
部
改
正

　
本
年
四
月
一
日
か
ら
、
新
し
く
運

転
免
許
を
受
け
る
方
、
運
転
免
許
更

新
を
受
け
る
方
は
、
医
師
の
診
断
書

が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

◎
昨
年
四
月
、
田
沢
駐
在
所
勤
務
と

な
り
、
公
民
舘
報
「
な
か
さ
と
」
を

通
じ
、
交
通
防
犯
を
広
報
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
三
月
二
十
五
日
付
で

北
蒲
原
豊
栄
警
察
署
に
異
動
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
公
私
共
、
村
民

の
皆
々
様
に
大
変
、
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
が
、
紙
上
を
お
借
り
し
て
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

民
宿
の
成
功

　
　
小
出
藤
ノ
木
覧
隆

　
皆
さ
ん
も
知
っ
て
い
る
石
打
ス
キ

ー
場
の
こ
と
。
私
の
知
人
で
、
五
年

程
前
に
茅
屋
根
を
改
造
二
階
建
て
に

し
、
客
室
を
造
り
、
必
要
な
設
備
を

し
て
、
百
二
十
万
円
の
資
本
金
を
投

入
し
た
の
で
す
が
、
一
冬
で
百
万
円

の
収
入
を
得
た
の
で
す
。
こ
こ
は
東

京
方
面
か
ら
ス
キ
ー
専
用
列
車
が
来

る
こ
と
。
時
間
が
か
か
ら
な
い
事
、

ス
キ
ー
場
が
急
平
種
々
有
る
こ
と
。

宿
泊
料
が
安
い
こ
と
、
な
ど
の
点
が

覇
れ
蔓
萎
キ
ー
に
き

一
て
、
お
嫁
さ
ん
を
も
ら
．
て
い
る
人

一
馳
暴
麓
藝
政
饗

ハ
一
を
黄
金
化
し
て
い
ま
す
。
地
の
利
と

一
条
件
を
生
か
芝
と
が
大
切
の
こ
と

一｝
と
考
え
ま
す
。

一｝
金
言
　
水
無
し
川
に
魚
上
ら
す

一
　
適
水
あ
り
て
讐
つ
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愛
国
心
と
ま⊂

生
命
の
尊
重

教
育
委
員
長

藤
田

　
近
頃
愛
国
心
の
欠
如
が
問
題
に
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
戦
争
に
破
れ
て

以
後
起
っ
た
日
本
独
特
の
現
象
で
あ

り
、
誠
に
憂
う
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

花
を
愛
す
る
も
の
は
人
を
愛
す
、
人

を
愛
す
も
の
は
国
を
愛
す
と
言
わ
れ

る
。
花
は
美
し
い
も
の
で
あ
る
。
人

間
で
あ
る
以
上
花
の
美
し
さ
を
愛
す

る
こ
と
は
《
本
能
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
花
を
愛
す
こ
と
の
出
来
る
人
は

必
す
人
も
愛
す
る
こ
と
が
出
来
る
筈

で
あ
0
、
又
人
を
愛
す
こ
と
の
出
来

る
人
は
国
を
愛
す
こ
と
が
出
来
る
筈

で
あ
る
。
し
か
る
に
敗
戦
に
よ
る
混

乱
以
来
今
の
日
本
に
は
、
ー
人
間
も
そ

し
て
国
も
愛
す
こ
と
の
出
来
な
い
人

が
余
り
に
も
多
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
今
の
日
本
に
は
何
か
欠
け
て
い

る
も
の
が
あ
り
は
せ
ぬ
か
。
ど
こ
か

ゆ
が
ん
で
は
居
り
は
せ
ぬ
か
と
よ
く

聞
か
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
で
愛
国
心

の
欠
如
は
そ
の
最
も
た
る
も
の
で
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
生
命

の
尊
重
観
に
も
見
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
生
命
の
尊
い
こ
と
は
誰
し
も
認

め
て
い
る
こ
と
は
常
識
で
あ
る
。
戦

争
放
棄
に
よ
り
こ
の
貴
い
命
を
直
接

国
家
に
捧
げ
る
こ
と
の
切
実
感
、
神

聖
さ
と
い
う
も
の
が
現
在
の
社
会
機

構
の
中
か
ら
遊
離
し
つ
つ
あ
る
こ
と

五
郎

は
、
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
り

大
い
に
人
生
の
楽
し
み
を
駆
歌
す
べ
‘

き
で
あ
ろ
う
。
し
か
る
に
反
面
凶
悪

犯
罪
で
人
を
殺
傷
し
自
分
自
身
も
い

と
も
簡
単
に
殺
傷
さ
れ
る
。
こ
の
種

の
犯
罪
が
累
増
の
傾
向
に
あ
る
こ
と

を
案
外
意
に
介
し
て
居
ら
ぬ
か
に
思

わ
れ
る
。
数
多
く
の
人
六
の
心
理
状

態
は
相
像
出
来
な
い
。
こ
れ
に
追
い

打
ち
を
か
け
て
い
る
か
に
さ
え
見
ら

れ
る
テ
レ
ビ
、
週
刊
誌
等
の
現
実
は

嘆
か
わ
し
い
次
第
で
あ
る
。
こ
れ
ら

は
す
べ
て
社
会
環
境
の
然
ら
し
む
る

と
こ
ろ
で
あ
り
政
府
当
局
も
頭
を
痛

め
て
居
り
乍
ら
早
急
の
善
処
は
困
難

ら
し
い
。
国
は
敗
れ
て
も
山
河
は
あ

る
筈
で
あ
る
。
崇
高
な
る
日
本
の
精

神
文
化
は
忘
れ
去
ら
れ
て
は
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
中

に
あ
の
物
心
両
面
の
苦
労
を
知
る
も

の
に
と
っ
て
は
現
在
の
日
本
の
現
実
、

は
全
く
の
天
国
で
あ
る
。
「
贅
沢
は

敵
だ
」
と
い
う
言
葉
通
り
に
行
動
し

た
当
時
の
気
持
は
日
本
全
土
を
覆
っ

て
い
た
の
で
あ
る
こ
と
が
、
平
和
を

楽
し
み
つ
つ
あ
る
。
私
の
心
の
片
隅

に
生
々
し
く
残
っ
て
い
る
。
私
は
立

場
上
現
在
の
世
界
情
勢
の
多
く
を
論

す
る
こ
と
を
差
控
え
る
が
先
日
あ
る

新
聞
で
京
大
助
教
授
の
上
山
春
平
氏

の
論
評
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
そ

れ
に
よ
る
と
「
戦
争
は
し
か
け
さ
え

せ
ね
ば
起
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
正
義

の
戦
争
な
ど
と
い
う
も
の
は
あ
り
得

な
い
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
一
理
あ

る
よ
う
に
も
思
え
る
が
深
く
考
え
る

と
数
年
前
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
事
件
、
現

在
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
等
を
見
る
と
大

国
は
自
分
の
利
害
次
第
で
強
力
に
行

動
出
来
る
と
い
う
驚
く
べ
き
現
実
の

も
と
に
あ
る
現
時
点
に
於
て
、
泰
平

の
夢
の
み
を
追
う
事
は
許
さ
れ
な
い

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
一
月
三
日
の

朝
日
新
聞
で
見
た
の
で
あ
る
が
、
あ

る
高
校
生
が
現
在
の
世
界
の
情
勢
を

観
察
し
て
日
く
「
現
在
の
世
界
の
諸

情
勢
か
ら
考
え
る
と
民
族
の
独
豆
を

守
る
た
め
に
は
戦
わ
ね
ぱ
な
ら
な
い

こ
と
も
起
り
得
る
可
能
性
が
生
れ
る

の
で
は
な
い
か
」
と
言
う
こ
と
を
、

大
胆
率
直
に
述
べ
ら
れ
て
あ
る
の
を

見
て
ハ
ッ
と
し
た
。
そ
し
て
今
の
若

い
も
の
は
等
と
早
計
な
批
判
は
出
来

な
い
と
思
う
と
同
時
に
若
い
世
代
の

人
達
の
中
に
も
、
時
勢
に
押
し
流
さ

れ
な
い
人
女
が
大
勢
い
る
こ
と
を
想

像
し
て
嬉
し
K
思
い
且
つ
深
い
感
銘

甲
に
打
た
れ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
戦
争

・
は
避
く
べ
き
で
あ
り
起
ら
ぬ
こ
と
を

確
信
し
て
い
る
。
明
治
は
遠
く
な
り

に
け
り
、
大
正
も
遠
く
な
り
つ
＼
あ

る
今
日
、
明
治
、
大
正
の
吾
等
の
先

輩
、
同
輩
の
多
く
が
喜
ん
で
祖
国
の

礎
と
な
っ
て
散
華
七
て
下
さ
っ
た
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
治
に
居

て
乱
を
忘
れ
す
の
心
構
え
が
大
切
で

あ
る
。
日
本
は
現
在
全
く
幸
運
に
も

安
全
な
境
遇
に
あ
る
と
い
う
だ
け
の

こ
と
で
あ
る
を
認
識
せ
ね
ぱ
な
ら
ぬ

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
か
ら
出

て
来
る
世
界
の
戦
争
指
導
者
は
正
義

の
た
め
に
戦
う
と
は
言
わ
す
む
し
ろ

平
和
の
た
め
に
戦
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
と

い
う
大
義
名
分
を
か
か
げ
る
か
も
知

れ
な
い
の
で
あ
る
。
私
達
の
青
少
年

時
代
は
国
家
の
た
め
な
ら
死
を
鴻
毛

の
軽
き
に
た
と
え
た
精
神
教
育
を
受

け
て
来
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
も
そ

う
言
っ
た
気
持
か
ら
何
と
な
く
脱
皮

し
切
れ
な
い
の
は
ど
う
い
う
も
の
で

あ
ろ
う
か
。
こ
れ
こ
そ
教
育
の
力
の

璋
大
さ
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
織

缶
信
長
が
今
川
勢
の
大
軍
に
夜
襲
決

仔
の
直
前
に
敦
盛
の
舞
を
舞
い
乍
ら

・
「
人
生
五
十
年
下
天
の
内
を
く
ら
ぶ

れ
ば
夢
幻
の
如
く
な
り
、
一
度
生
を

得
て
滅
せ
ぬ
も
の
＼
あ
る
べ
き
か
」

と
謡
っ
た
あ
の
歌
の
文
句
と
信
長
の

心
意
気
が
私
は
大
好
き
で
あ
る
。
下

天
即
ち
仏
教
で
の
三
界
、
そ
れ
は
慾

界
と
色
界
と
無
色
界
、
そ
の
慾
界
が

六
つ
に
分
れ
て
い
て
一
番
下
に
あ
る

の
が
四
天
王
、
下
天
に
あ
る
の
で
こ

れ
を
下
天
（
げ
て
ん
）
と
も
言
う
。

さ
て
そ
の
下
天
に
於
け
る
一
日
一
夜

は
人
間
の
五
十
年
に
相
当
す
る
と
倶

舎
論
（
く
し
ゃ
ろ
ん
）
に
言
わ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
あ
の
歌
の
意
味
は

人
聞
の
一
生
五
十
年
と
い
う
が
、
そ

れ
は
下
天
の
一
日
一
夜
に
過
ぎ
ぬ
と

い
う
は
か
な
い
も
の
で
あ
る
。
人
は

誰
し
も
死
を
恐
れ
、
生
に
執
着
し
て

い
る
が
、
一
度
生
れ
た
以
上
は
必
す

死
ぬ
の
が
人
間
の
運
命
で
あ
る
。
僅

か
下
天
の
一
日
一
夜
に
過
ぎ
ぬ
短
い

一
生
に
執
着
す
る
必
要
は
な
い
と
い

う
意
味
に
解
さ
れ
る
。
か
＼
る
心
境

で
英
雄
信
長
は
天
下
平
定
の
愛
国
心

に
も
え
て
活
躍
出
来
た
の
で
あ
る
。

世
界
の
偉
人
の
一
人
で
あ
る
と
こ
ろ

の
西
郷
隆
盛
の
あ
の
有
名
な
「
国
の

た
め
な
ら
死
ね
」
と
い
っ
た
一
言
は

平
和
の
時
代
に
於
て
も
真
理
で
あ
り

忘
れ
去
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う

の
で
あ
る
。

　
大
東
亜
戦
争
の
際
、
数
多
く
の
人

々
が
愛
国
の
大
義
に
殉
じ
て
勇
ま
し

く
悲
壮
な
最
後
を
と
げ
又
誰
も
が
そ

の
覚
悟
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
連
し
て
私
の
思
い
出
も
戦

時
中
陸
軍
省
内
局
に
在
勤
し
て
大
陸

の
戦
野
に
再
三
、
再
四
派
遣
さ
れ
た

が
そ
の
都
度
腰
に
軍
刀
、
肩
に
拳
銃

双
眼
鏡
と
い
う
い
で
立
ち
で
、
『
行

っ
て
来
る
ぞ
」
と
妻
子
に
一
、
言
、
タ

方
帰
っ
て
来
る
よ
う
な
挨
拶
で
平
然

と
出
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
今
で

も
妻
は
あ
の
頃
の
私
の
態
度
が
不
可

解
の
中
に
も
頼
も
し
い
よ
う
な
一
面

無
気
味
な
思
い
出
で
あ
る
と
述
懐
す

ち
、
愛
国
心
で
は
な
か
ろ
う
か
。
人

を
愛
し
国
を
愛
し
生
命
の
尊
い
こ
と

を
自
覚
し
、
一
旦
有
事
の
際
は
心
身

共
に
祖
国
に
捧
げ
る
崇
高
な
る
精
神

灘
羅
灘

◎
産
声

子
の
名

大
島
秀
人

高
橋
信
子

井
ノ
川
浩
子

滝
沢
か
お
り

上
原
秀
昭

樋
口
美
奈
子

桑
原
　
博

中
島
久
美
子

大
島
　
晃

一
に
徹
し
、
祖
国
日
本
の
永
遠
の
平
和

と
発
展
、
ひ
い
て
は
世
界
平
和
を
衷

心
よ
り
祈
念
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
う

も
の
で
あ
る
。
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．
◎
高
砂

｛
翻
翻
糞
一
馳
練
京
購

｛
翻
離
葵
糟
騨

く
翻
櫓
鵠
幾
騒

｝
◎
麟
天
名
年
令

小
林
藤
一
　
3
）

｝弄
ノ
川
フ
ヨ
（
七
八
）

｝
吉
楽
リ
ト
　
　
伏
三
）

睡
翼
憲

一

嘱
由
季
（
・
）

鈴
木
ト
ノ
　
盆
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
如
来
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
田
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倉
俣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
地

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
当
時
の
吾
々

の
国
に
殉
す
る
心
構
え
で
あ
り
、
軍

国
の
妻
の
姿
で
も
あ
っ
た
の
で
あ

番
。
勿
論
国
の
た
め
に
命
を
捧
げ
る

だ
け
が
愛
国
心
の
発
露
で
は
な
い
。

日
常
の
職
務
に
忠
実
で
あ
り
、
法
を
，

守
り
秩
序
を
乱
さ
す
常
に
国
家
の
発
・

展
に
貢
献
す
べ
く
努
力
す
る
こ
と
即

　
な
か
さ
と
文
芸

　
　
　
　
　
〈
三
月
投
句
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
春

留
守
ま
も
る
主
婦
た
く
ま
し
き
雪
お

ろ
し
　
　
　
　
　
　
三
代

織
り
上
が
る
耕
模
様
で
春
陽
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閑
史

頬
す
り
を
し
て
か
め
に
さ
す
猫
柳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芒
月

退
校
子
雪
お
ろ
し
の
母
よ
ぶ
日
暮
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
記

雪
壁
の
す
れ
す
れ
に
ハ
ン
ド
ル
タ
茜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
チ

日
溜
り
や
口
笛
だ
け
が
春
の
唄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
，
子

お
さ
た
た
く
両
手
に
し
み
て
春
遠
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
雷

一
片
が
髪
に
な
ま
め
く
春
の
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
枝

蛍
調
に
つ
ら
ら
の
し
す
く
て
お
り
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
泉

阜
春
や
大
河
を
敷
き
て
村
静
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
つ
お

水
演
を
許
し
つ
右
文
を
読
ま
せ
終
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
丘

鶏
襖
消
え
て
春
灯
頒
ち
合
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

蜆
殻
積
む
子
期
末
の
試
験
終
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
枝

彫
刻
の
無
心
の
吾
子
に
春
う
ら
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
　
ミ

雪
ま
つ
り
白
夜
を
競
ふ
魔
神
い
て

　
　
　
　
　
　
（
四
面
へ
っ
マ
く
）


